
誤差逆伝播法の応用

２０１７年６月９日



今回の内容

•誤差逆伝播法応用。

•誤差逆伝播法コード解説。

•輪読(4章)。



class NeuralNetwork(init)

•入力層、隠れ層、出力層のノード数（今回はどれも２）、隠
れ層の重み（w1~w4）、隠れ層のバイアス（b1）、出力層の
重み(w5~w8)、出力層のバイアス(b2)を受け取る。

•さらに、hidden_layerとoutput_layerを定義し、その中にはそ
れぞれに対応するノードとバイアスを入れる。
層を構成する意味合い。



class NeuralNetwork(init)のイメージ

バイアス

隠しニューロン 出力入力



class NeuralNetwork(init_weight関数)

•入力層と隠れ層の間の重み(w1~w4)、隠れ層と出力層の
間の重み(w5~w8)をそれぞれの関数でinitする。



class NeuralNetwork

• inspectは呼び出されていない。

• feed_forwardは、出力層における出力（推定値）を出す。
この値が、学習を重ねるごとに、目標値に近づく。

…
…

入力値と目標値



class NeuralNetwork(train関数)

•重み更新の準備。

•出力層部分と、隠れ層部分とで別の関数を使っている。

• Neuronクラスの関数を呼び出して計算しているため、ここを
見ただけでは何をしているか分かりにくい。



class NeuralNetwork(train関数)

•これら上2つの式の分割部分それぞれを求める。
一部分は今回スライドp.14、p.15にある関数に投げている。
(neuronクラスにおける処理)

output hidden



class NeuralNetwork(train関数続き)

•重みの更新に関する部分。

•出力層部分と、隠れ層部分とで分かれている。



class NeuralNetwork
(calculate_total_error関数)

•総誤差計算。

•前回スライドp.15を参照。また、部分ごとの誤差は今回スラ
イドp.13に示すcalculate_errorで行う。



class NeuronLayer

•層におけるバイアスと
ノードの設定に関する
部分。

•これらによりネットワー
クが形成される。



class Neuron

•ニューロンにおける入出力計算部分。

•該当部分は前回スライドp.8(netやoutの計算)。

• Squashは、outputの計算で使用するシグモイド関数。



class Neuron

•誤差計算。重み更新の材料の計算。今回スライドp.8で呼
び出されているもの。
前回スライドp.15~p.19等が該当部分。



class Neuron

•重み更新の材料の計算。前回スライドp.20,p.21参照。



演習

•ユニットの持つ初期値、重み、バイアス、目標値を変更して
検証を行ってみる。
誤差の変動具合等が考察できる。

•さらに、ユニット数を増やして考察してみる。



3年生輪読予定表改訂版

担当箇所 名前 発表予定日

1-1 保科 5/12

1-3 猪狩 5/12

2-1
村田

西澤
5/19

2-2

2-3

西ヶ谷

坂中
5/19

3-1
米倉

田之井
5/26

3-2
松田

清水
5/26



3年生輪読予定表改訂版

担当箇所 名前 発表予定日

3-3

宿野

前原

村田

6/2

4章

門木

山下

上野

數見

6/9

6/16

5章

下窪

黒川

関根

坂本

6/16



次回

•輪読(4章、5章)

• RNN？

• ２年生は、どのアルゴリズムを選択するか考えてみる。
作成したい内容の実装上の質問も受け付けます。


